認定情報技術者®申請書
一般社団法人　情報処理学会殿
下記により、認定情報技術者の審査を申請します。
提出日：西暦    年  月  日
	職種
	プロジェクトマネジメント

	専門分野
	ソフトウェア製品開発

	申請レベル
	■レベル4

	合格試験
（合格証書のコピーを添付のこと）　
	□プロジェクトマネージャ試験

	勤務情報
	勤務先名


	
	支店・部課名等

	職位


	年齢
	歳

	申請理由
	

	得意分野
	

	推薦者
	フリガナ
	

	
	氏名
	

	倫理要綱
	□　認定情報技術者の倫理要綱・行動規範を遵守します。　
　　　（同意する場合は、文頭の□を■にする。）


（様式1-PM-160411）
認定情報技術者申請書(2) 
主要業務・研修・資格・プロフェッショナル貢献の記録
＜主要業務実績＞
	期間
	役割
	業務内容
	実績No

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


＜研修受講＞
	受講年月
	研修コース名
	主催者
	期間
	研修内容・目的
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	
	


＜資格取得＞
	取得年月
	資格名称
	有効期限

	    年  月
	
	年  月

	    年  月
	
	年  月


＜著作・論文＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。　　　注2：共著も可
	発表年月
	著作・論文名
	出版社・学会・論文誌名、社内イベント名
	具体的内容
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	

	    年  月
	
	
	
	


＜講演・講師＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。
	発表年月
	講演タイトル名
	主催・イベント名
	具体的内容
	社内/外区分

	    年  月
	
	
	
	

	    年  月
	　
	　
	　
	


＜特許出願＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。
	出願年月
	特許番号・特許名
	具体的内容

	    年  月
	
	


＜学会・コミュニティ活動＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したもので、申請者の技術やスキル、経験に基づく知見を伝承したものを記載する。聴講のみの参加は不可。
	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	    年  月
～
    年  月
	
	
	

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


＜後進の育成＞　注1：申請職種、申請専門分野に合致したものを記載する。　　注2：業務経歴書で申請した実績以外の場での活動を記載する。
	活動期間
	名称
	活動内容
	社内/外区分

	    年  月
～
    年  月
	
	
	


（様式2-170301）
認定情報技術者申請書(3)
業務経歴書 （プロジェクトマネジメント/専門分野共通）
実績No. 1
(注) 技術的説明は、一般的な内容ではなく、プロジェクト固有の内容を具体的に記入すること。
	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	計画
	人月
	ピーク時
人数
	計画
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	プロジェクト
期間
	計画
	    年  月～    年  月

	
	実績
	    年  月～    年  月

	プロジェクト
概要
	顧客
	· 

	
	ビジネス要件
	· 

	
	プロジェクト要件
	· 

	
	契約形態
	· 

	プロジェクト
参画期間
	実績
	    年  月～    年  月

	
	参画フェーズ
	

	業務概要
	活用した専門技術
	· 

	
	成果物／提供サービス
	· 

	
	品質要件
	【要求品質】
【コスト】
【納期】
【その他】
· 

	
	複雑性要件
	□国際的なプロジェクト（文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□世界的にも先進的なプロジェクト
□複雑な移行要件、互換性保証要件
□複雑な契約条件（要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）　
□複雑なシステム構築要件 (パフォーマンス、セキュリティ、稼働運用、技術の成熟度、 障害対策、運用性、保守性、開発サイクル等)
□複雑なシステムデザイン（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数及び条件）
□複雑なアプリケーション要件
□複雑なプロジェクト体制（顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門等）

	プロジェクト
での役割
	立場
	□責任者　　 □リーダ 　　□メンバ

	
	具体的に
	· 

	プロジェクト
体制
	

	システム構成
／ソフトウェア構成
	

	自らのスキルを発揮した課題と解決
	※どのような課題を、誰が、どう解決し、どのような結果・評価を得たかに加えて、レベル4の実績ではチームリーダとしてのスキルを発揮したことが明確になるよう記述して下さい。
· 

	リスク
マネジメント
	

	プロジェクトでの役割に関する結果の評価
	ビジネス
	· 

	
	テクニカル
	· 

	
	パーソナル
	· 

	顧客評価
	· 

	後進育成
への貢献
	· 

	専門性
	□プロジェクト統合マネジメント
□プロジェクト・スコープ･マネジメント
□プロジェクト・タイム･マネジメント
□プロジェクト・コスト･マネジメント
□プロジェクト品質マネジメント
□プロジェクト人的資源マネジメント
□プロジェクト・コミュニケーション･マネジメント
□プロジェクト・リスク･マネジメント
□プロジェクト調達マネジメント
□プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント

	その他
補足事項
	· 


（様式3-PM-160411）
認定情報技術者申請書(4)
達成度指標チェックシート （プロジェクトマネジメント/専門分野共通）
実績No. 1
	 
	達成度に関する自己申告

	ビジネス貢献
	責任性（顧客に対する立場の責任を示す。該当する項目をチェックする。）

	
	□責任者　　　　□リーダ　　　　□メンバ

	
	複雑性（プロジェクトの難易度を示す。該当項目をチェックする。）

	
	□国際的なプロジェクト（文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□世界的にも先進的なプロジェクト
□複雑な移行要件、互換性保証要件
□複雑な契約条件（要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）　
□複雑なシステム構築要件 (パフォーマンス、セキュリティ、稼働運用、技術の成熟度、 障害対策、運用性、保守性、開発サイクル等)
□複雑なシステムデザイン（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数及び条件）
□複雑なアプリケーション要件
□複雑なプロジェクト体制（顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門等）

	プロフェッショナル貢献
	専門性（専門性を発揮している主要テーマをチェックする。）

	
	□プロジェクト統合マネジメント
□プロジェクト・スコープ･マネジメント
□プロジェクト・タイム･マネジメント
□プロジェクト・コスト･マネジメント
□プロジェクト品質マネジメント
□プロジェクト人的資源マネジメント
□プロジェクト・コミュニケーション･マネジメント
□プロジェクト・リスク･マネジメント
□プロジェクト調達マネジメント
□プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント

	
	技術の継承（実施・貢献した項目をチェックする。）

	
	□学会、委員会などプロフェッショナルコミュニティ活動
□著書

□社外論文掲載　
□社内論文掲載

□社外講師

□社内講師
□特許出願

	
	後進の育成（メンタリング、コーチング等で育成した職種にチェックする。）

	
	□プロジェクトマネジメント　□その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（様式４-PM-150610）
認定情報技術者申請書(3)
業務経歴書 （プロジェクトマネジメント/専門分野共通）
実績No. 2
(注) 技術的説明は、一般的な内容ではなく、プロジェクト固有の内容を具体的に記入すること。
	プロジェクト名
	

	プロジェクト
規模
	総工数
（人月）
	計画
	人月
	ピーク時
人数
	計画
	人

	
	
	実績
	人月
	
	実績
	人

	プロジェクト
期間
	計画
	    年  月～    年  月

	
	実績
	    年  月～    年  月

	プロジェクト
概要
	顧客
	· 

	
	ビジネス要件
	· 

	
	プロジェクト要件
	· 

	
	契約形態
	· 

	プロジェクト
参画期間
	実績
	    年  月～    年  月

	
	参画フェーズ
	

	業務概要
	活用した専門技術
	· 

	
	成果物／提供サービス
	· 

	
	品質要件
	【要求品質】
【コスト】
【納期】
【その他】
· 

	
	複雑性要件
	□国際的なプロジェクト（文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□世界的にも先進的なプロジェクト
□複雑な移行要件、互換性保証要件
□複雑な契約条件（要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）　
□複雑なシステム構築要件 (パフォーマンス、セキュリティ、稼働運用、技術の成熟度、 障害対策、運用性、保守性、開発サイクル等)
□複雑なシステムデザイン（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数及び条件）
□複雑なアプリケーション要件
□複雑なプロジェクト体制（顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門等）

	プロジェクト
での役割
	立場
	□責任者　　 □リーダ 　　□メンバ

	
	具体的に
	· 

	プロジェクト
体制
	

	システム構成
／ソフトウェア構成
	

	自らのスキルを発揮した課題と解決
	※どのような課題を、誰が、どう解決し、どのような結果・評価を得たかに加えて、レベル4の実績ではチームリーダとしてのスキルを発揮したことが明確になるよう記述して下さい。
· 

	リスク
マネジメント
	

	プロジェクトでの役割に関する結果の評価
	ビジネス
	· 

	
	テクニカル
	· 

	
	パーソナル
	· 

	顧客評価
	· 

	後進育成
への貢献
	· 

	専門性
	□プロジェクト統合マネジメント
□プロジェクト・スコープ･マネジメント
□プロジェクト・タイム･マネジメント
□プロジェクト・コスト･マネジメント
□プロジェクト品質マネジメント
□プロジェクト人的資源マネジメント
□プロジェクト・コミュニケーション･マネジメント
□プロジェクト・リスク･マネジメント
□プロジェクト調達マネジメント
□プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント

	その他
補足事項
	· 


（様式3-PM-160411）
認定情報技術者申請書(4)
達成度指標チェックシート （プロジェクトマネジメント/専門分野共通）
実績No. 2
	 
	達成度に関する自己申告

	ビジネス貢献
	責任性（顧客に対する立場の責任を示す。該当する項目をチェックする。）

	
	□責任者　　　　□リーダ　　　　□メンバ

	
	複雑性（プロジェクトの難易度を示す。該当項目をチェックする。）

	
	□国際的なプロジェクト（文化的、社会的並びに、国際的、政治的に厳しい環境）
□世界的にも先進的なプロジェクト
□複雑な移行要件、互換性保証要件
□複雑な契約条件（要求品質、コスト、納期の厳しい制約条件等）　
□複雑なシステム構築要件 (パフォーマンス、セキュリティ、稼働運用、技術の成熟度、 障害対策、運用性、保守性、開発サイクル等)
□複雑なシステムデザイン（マルチプラットフォーム、高可用性、新規製品や技術、インタフェースの数及び条件）
□複雑なアプリケーション要件
□複雑なプロジェクト体制（顧客、サブコントラクト、オフショア、協業関係、関係部門等）

	プロフェッショナル貢献
	専門性（専門性を発揮している主要テーマをチェックする。）

	
	□プロジェクト統合マネジメント
□プロジェクト・スコープ･マネジメント
□プロジェクト・タイム･マネジメント
□プロジェクト・コスト･マネジメント
□プロジェクト品質マネジメント
□プロジェクト人的資源マネジメント
□プロジェクト・コミュニケーション･マネジメント
□プロジェクト・リスク･マネジメント
□プロジェクト調達マネジメント
□プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント

	
	技術の継承（実施・貢献した項目をチェックする。）

	
	□学会、委員会などプロフェッショナルコミュニティ活動
□著書

□社外論文掲載　
□社内論文掲載

□社外講師

□社内講師
□特許出願

	
	後進の育成（メンタリング、コーチング等で育成した職種にチェックする。）

	
	□プロジェクトマネジメント　□その他の職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（様式４-PM-150610）
認定情報技術者申請書(5)
スキル熟達度チェックシート （プロジェクトマネジメント/ソフトウェア製品開発）
（注）
※スキル項目ごとに、実績１か実績２かを明記し、その業務実績の中でどのような場面でどのようなスキルを活用したかを簡潔に記述する。
※達成度指標チェックシートでチェックした責任性や複雑性への対応が分かるように記述する。

※ITスキル標準V3 2011の「3部スキル編」の「スキル領域とスキル熟達度」を見て記述する。
　　　http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/download_V3_2011.html
	共通スキル項目
	スキル熟達度に関する自己申告

	プロジェクト
統合マネジメント
	（プロジェクトの責任者として、プロジェクト憲章をもとに、プロジェクト・スコープ記述書暫定版作成、プロジェクト計画書作成、プロジェクト実行の指揮・マネジメント、プロジェクト作業の監視コントロール、統合変更管理、プロジェクト終結を行い、プロジェクトを実施することができる。）
　

	プロジェクト・スコープ・マネジメント
	（プロジェクト責任者として、スコープ計画、スコープ定義、WBＳ作成、スコープ検証、スコープ・コントロールを実施することができる。）
　

	プロジェクト・タイム・マネジメント
	（プロジェクト責任者として、アクティビティ定義、アクティビティ順序設定、アクティビティ資源見積り、アクティビティ所要期間見積り、スケジュール作成、スケジュール・コントロールを実施することができる。）
　

	プロジェクト・コスト・マネジメント
	（プロジェクト責任者として、コスト見積り、コストの予算化、コスト・コントロールを実施することができる。）
　

	プロジェクト
品質マネジメント
	（プロジェクト責任者として、品質計画、品質保証、品質管理を実施することができる。）
　

	プロジェクト人的資源マネジメント
	（プロジェクト責任者として、プロジェクトの人的資源計画、プロジェクト・チーム編成、プロジェクト・チーム育成、プロジェクト・チームのマネジメントを実施することができる。）
　

	プロジェクト・コミュニケーション・マネジメント
	（プロジェクト責任者として、コミュニケーション計画、情報配布、実績報告を実施することができる。）
　

	プロジェクト・リスク・マネジメント
	（プロジェクト責任者として、リスク・マネジメント計画、リスク識別、定性的リスク分析、定量的リスク分析、リスク対応計画、リスクの監視コントロールを実施することができる。）
　

	プロジェクト調達マネジメント
	（プロジェクト責任者として、購入・取得計画、契約計画、納入者回答依頼、納入者選定、契約管理、契約終結等調達に関する業務の管理を実施することができる。）
　

	プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント

	（プロジェクト責任者として、ステークホルダー・マネジメントを実施することができる。）

	業務分析
	（プロジェクト責任者として、業務要件、技術要件分析等を行うことができる。）
 

	コンサルティング技法の活用
	（プロジェクト責任者として、プロジェクト特性に応じたコンサルティング技法の選択と適用、プロセスの定義と実践、成果物の定義と作成、コンサルティング技術の適用を行い、プロジェクトを実施することができる。）
 

	知的資産管理（Knowledge　Management）の活用
	（プロジェクト責任者として、プロジェクトの準備、開始から完了、及び完了後の全工程において、知的資産のデータベース化、活用、維持、管理を行い、プロジェクトを効率的、高品質に実施することができる。）
 

	リーダーシップ
	（プロジェクト責任者として、指揮、命令しプロジェクトを実施することができる。）
 

	コミュニケーション
	（プロジェクト責任者として、プロジェクトメンバとのチームコミュニケーションを図りプロジェクトを遂行することができる。）
 

	ネゴシエーション
	（プロジェクト責任者として、プロジェクトメンバとのチームコミュニケーションを図り、プロジェクトに関するネゴシエーションを行うことができる。）
 

	専門分野固有スキル：ソフトウェア製品開発

	新規ソフトウェア開発・既存ソフトウェア改良
	（プロジェクト責任者として、新規ソフトウェア開発、既存ソフトウェア改良プロジェクトを成功裡に遂行することができる。）
　


（様式5-PM/SP-150610）



1

